
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

環境の樹 部門 Ａ 

■ご応募・お問い合わせ先 
杜の都の市民環境教育・学習推進会議（FEEL Sendai）事務局  

〒980-8671  

仙台市青葉区二日町 6-12 MS ビル二日町５階（仙台市環境局環境共生課 内） 

電話 ２１４－０００７／FAX ２１４－０５８０ 

（月～金／8:30～17:0０ ※祝日を除く） 

ホームページ https://www.tamaki3.jp/feelsendai/ 

メールアドレス feel_sendai@city.sendai.jp 

「一団体ではできないけれど、様々な人たちと

協働することでできそうな新たな環境の取組

み」など、市民、NPO、事業者、行政等が協働

し、社会への波及効果が期待できる先進的な企

画を募集します。 

（委託上限額：30 万円） 

環境の芽 部門 Ｂ 

「まずは自分達で環境に関する小さな活動を

試してみたい」、「これまでとは違った分野の環

境活動を試してみたい」といった、チャレンジ

企画を募集します。新たに結成した団体や、地

域のグループ、学生グループも歓迎です！  

（委託額上限：5 万円） 

応募締切：令和 4年 5月 20日（金）【必着】 
 

SDGｓに関する

企画も対象です！ 

環境に配慮した行動を社会に広げる取組みを企画し、 
実施する団体及び事業者を募集します!! 

【環境社会実験】 

未来プロジェクト in 仙台 募集要項 

事業者の皆様の企画も

応募いただけます！ 

令和 4年度 【環境社会実験】 

未来プロジェクト in 仙台 

Sustainable 

※応募様式は下記QR コードからダウンロードしてください。 

【応募様式】 

Environment 

https://www.tamaki3.jp/feelsendai/


【環境社会実験】未来プロジェクト in 仙台とは？ 

仙台の豊かな環境を未来の世代へ引き継ぐために、今、私たちにできることは何でしょうか？ 

杜の都の市民環境教育・学習推進会議（以下「FEEL Sendai」という）では、「持続可能な社会」の

実現を目指し、環境に配慮した行動を社会に広げていく企画を募集し、採用企画を FEEL Sendai の委

託事業として実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※採用企画は FEEL Sendai の委託事業として実施していただきます。通常の活動に対する助成金

ではありませんのでご留意ください。 

 

応募の要件 次の要件を全て満たしていることが必要です。 

１．団体等の要件  

① 仙台市を中心に活動を行う団体（家族のみでない複数人数）、又は仙台市内に本店・支店を有する

事業者であること。なお、高校生グループなど未成年者が応募する場合は、成人の代表者が必要

です。 

② 応募企画を、責任を持って確実に実行できること。 

③ 1 団体 1件の応募であること。 

④ 2 次審査の公開プレゼンに参加し、応募企画内容の説明を行うこと。 

 

２．企画の要件 

① 仙台市内を主な実践場所とすること。 

② 委託期間内（令和５年 2 月 28 日まで）に一定の成果が得られる内容であること。 

③ 政治活動、宗教活動や営利活動を目的としないこと。 

④ 環境教育・学習※1 や持続可能な開発のための教育（ESD※2）の理念を反映させた内容、又は

SDGｓ※3 の達成に寄与する内容であること。 

 ⑤ 本事業の趣旨および FEEL Sendai の活動趣旨に則した内容であること 

 ⑥ 各部門の審査基準に合致する内容であること。 

 ⑦ 「新型コロナウイルス感染症の発生に伴う仙台市の事業及び施設等の取り扱いに係るガイドライ

ン」（別紙 1）に則った内容であること。また、事業の実施においては、様式４「新型コロナウイ

ルス感染症予防対策に関する計画書」に示す感染症防止対策を講じること。 

 ※1 環境教育・学習：日常のあらゆる場面で環境に配慮し、行動できる人を育てること 

    (例)地球温暖化防止／エネルギー対策／生物多様性／大気・水・土壌・森林等の環境保全 など 

 ※2 ESD：様々な生物を含め、私たちが暮らす環境を未来へ残していくために、環境・防災・経済・

社会・文化などの課題に広い視野で取り組むための人づくり、地域づくりといった活動 

  ※3 SDGs：持続可能な社会を実現するために、2030 年までに達成すべき国際社会全体の目標 

   詳細は別紙２参照 

【募集部門】 

Ⓐ環境の樹部門：市民、ＮＰＯ、事業者、行政等が協働し、社会への波及効果が期待できる、環境

に関わる先進的な取組みの企画・実施。（1 件 30 万円上限） 

Ⓑ環境の芽部門：環境に関わる試行的な取組みの企画・実施。（1 件 5 万円上限） 

【企画実施期間（委託期間）】：採用決定後（7 月頃）～ 令和 5 年 2 月 28 日まで 

【採用件数】  各部門：1～2 件 

 



応募及び採用後の流れ    

 
 

１．事務局での事前説明 ※必須 

 本事業に応募される方は、事前に事務局と日程調整の上、必ず事業の概要や応募方法等に関する説明

を受けてください。 

２．応募書類の提出 

 所定の応募用紙（様式 1～４）を記入の上、必要書類を添えて事務局まで持参又は郵送で提出してく

ださい。 

応募締切：令和４年 5 月 20 日(金)（必着） 

３．一次審査 

 書類に不備がないか、また応募要件に合致しているかどうか審査を行います。 

４．プレゼン審査 

 書類審査を通過した団体は、プレゼン審査において企画内容について説明していただき、質問にお答え

いただきます。詳細は、書類審査通過団体にご連絡します。 

開催日：令和４年 6 月1１日（土） 14：00～（予定） 

 会 場：せんだい環境学習館たまきさんサロン ※オンライン実施の可能性有 

    （青葉区荒巻字青葉 468-1 地下鉄東西線青葉山駅から徒歩 3 分） 

５．採否決定 

 最終結果は 6 月下旬までに決定し、書面にてお知らせします。 

 採用決定団体は FEEL Sendai と業務委託契約を締結し、企画を実施していただきます。 

 

 

審査基準 

●環境の樹部門 

① 事業趣旨      未来プロジェクトの事業趣旨を踏まえた企画になっているか 

② 独創性・アピール性 創意工夫があり、興味・関心を引くような企画になっているか 

③ 波及効果      市民や他の団体等への広がりが期待できるか 

④ 他団体等との連携  市民や NPO、事業者、行政との連携が期待できるか 

⑤ 実現性       実施体制、資金計画などが十分であり、実現性が高いか 

⑥ 継続性・発展性   一過性の事業ではなく、継続・発展する可能性が期待できるか 

●環境の芽部門 

  上記の①、②および⑤に以下の視点を加え審査します。 

「環境の樹部門」へのステップアップが期待できるか 

 

 

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

事前説明

5/20（金）

応募〆切

一次審査

一次審査

結果通知

6/11（土）
プレゼン審査

採否決定

業務委託
契約締結

企画実施

中間報告会
2/28（火）

業務完了報告

公開フォーラム

最終報告

環境フォーラム出展

（時期未定）



注意事項 

・本企画は FEEL Sendai の委託事業として実施していただきます。各種広報等の際には、必ず委託事

業として実施していることを記載してください。 

 

・虚偽の記載等により委託決定後に応募要件に反していることが判明した場合、契約を解除し、委託金

を返還していただく場合があります。 

 

・応募用紙に記入いただいた個人情報・団体情報は、審査及び本事業にかかる広報のみに使用し、他の

目的には使用しません。但し、団体名、応募企画名、事業内容、経費見積についてはプレゼン審査及び

事業紹介等で公表いたしますので、予めご了承ください。 

 

・採用にあたり、企画内容に応じて委託金額の査定を行うため、委託見積額よりも実際の委託額が減額

となる場合があります。 

 

・様式 3 経費見積書の記載については以下を参考にしてください。 

対象経費 

 

対象外経費 

 

※「環境フォーラムせんだい」に関する費用は別途充当しますので、経費見積書への掲載は不要です。 

 

 

令和３年度実施企画紹介！！ 主な活動場所：宮城野区岩切地区、泉区朴沢地区等 

① 「食農教室を通して子ども達と環境を考える」仙台農協女性部岩切支部 

親子向けの枝豆収穫体験、大豆収穫体験、収穫した大豆を使ったきなこ作りや味噌作りを通して、食べ

物や農業に興味を持ってもらい、安心・安全な食につながる環境づくりを考えます。 

② 「仙台学生のステイホーム育樹・植樹・活樹までの一連の活動」TSALL東北 

学生メンバーが自宅等で苗木を育成し、育てた苗木を川崎町に植林し、活樹活動としてまき割り体験会

等を開催。他団体と連携した一連の活動を通して、循環的で持続可能な活動を形成し、里山や河川流域

の環境がもたらす影響や恩恵について理解を深めます。 

③ 「サンショウウオ保護プロジェクト 耕作放棄地の自然再生法の研究」 

宮城学院中学校高等学校自然科学班 

  泉ヶ岳周辺の絶滅の危機にあるサンショウウオを保護するため、周辺の耕作放棄地を自然に近い形で再

生させ、多様性のある自然環境を未来につなげていきます。 

・消耗品費：実施に必要な文具などの購入費用 

・印刷費：PR 用チラシの印刷など 

・通信費：郵送費や切手代 

・交通費：調査活動・会議のための交通費（実費相当） 

・リース料：実施に必要な物品のリース費用 

・講師謝礼 

・会議室・会場使用料 

・その他活動に要する経費 

・飲食費：イベント等開催時の飲食費及び団体

の構成員による会議等の飲食費等 

・団体の運営費、団体の構成員に対する賃金や

謝礼 

 

・備品費：長期間継続して使用できるもので、

机・椅子・キャビネットなどの家具・電化

製品類及び価格が２万円以上の物品 


